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に け ー し ょ ん

　年末になると、いろいろな10大ニュースが発表されますが、「本日!

海日和!!」のNo.1ニュースは、ボロカサゴの出現でした。

　ボロカサゴは、とても珍しく、なかなか出会うことができないた

め、ダイバーにとって憧れの的です。個体により赤や黄など様々な色

をしていますが、今回は、鮮やかな紫色をした個体でした。特徴がよ

く分かるように、横顔をアップで撮影しました。突き出た口の回りに

は、ひげのような皮弁があちらこちらに出ています。顔や背びれに水

玉模様がたくさんついていて、華やかな姿です。でも、名前を付けた

人には、ぼろを着ているように見えたらしく、ボロカサゴという残念

な名前をつけられてしまいました。

　今年も、たくさんの生き物たちに出会うことができ、愛南の海の豊

かさを再認識することができました。

（テボ礁 水深20m 2011.8.26）環境省自然公園指導員 西尾知
と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!「今年のNo.1ニュース ボロカサゴ出現!」

11/6 ふるさと一本松祭

11/9 おさかな大好き!ぎょしょく普及事業
　御荘中学校2年の矢野夏

な つ き

生、小野山果
か り ん

林、埜下陽
は る か

加です。
私達は2日間、愛南町役場で職場体験学習をさせていただき
ました。
　その中でも1番心に残っているのは、家串保育所のぎょ
しょく教育のお手伝いをしたことです。会場の準備をした
り、園児たちと「ぎょしょく」のお話を聞いたり、一緒に
じゃこ天を作ったりしました。じゃこ天づくりでは、包丁でアジをさばくのに挑戦してみま
した。園児たちと一緒に魚のすり身で形を作って、美味しいじゃこ天をいただきました。
　みんなで楽しくぎょしょく教育を受け、園児たちのおさかなに対する関心が高まったよ
うに感じられました。

　満開のコスモスに包まれた広見地区の田園を主会場に、恒例の「第6回ふるさと一本松
祭」が行われました。今年は愛南町出身のヴォーカリスト、「テノヒラ」のkiku(菊田朱美)
さんのライブと家串地区の郷土芸能「家串の荒獅子」が披露され、会場は大いに盛り上が
りました。
　このほかステージでは、一本松保育所園児によるお遊戯、一本松小学校児童の合唱、一
本松中学校音楽部の演奏、ビンゴゲームなどが行われ、会場では地元特産品などの物産販
売や野点も行われました。
　また午後からは、会場の田んぼに作られた特設土俵で闘牛の土俵入りや迫力の結びが行
われ、会場近くの広見コミュニティセンターでは、南宇和高校吹奏楽部の演奏会と餅まき
が行われました。途中からあいにくの雨模様となりましたが、約3,000名の来場者が実りの
秋を満喫しました。



p21

愛 南 こ み ゅ
10/19 手作りおもちゃで遊ぼう!南高ワークショップ

　南宇和高校体育館で、高校1年生196名と小学1・2年生62名、幼稚園児25名、乳幼児8

名が参加して、手づくりおもちゃなどで交流するワークショップが行われました。この

事業は、「こぶたたんぽぽポケットとんぼ(増田和
か ず え

恵代表)」をはじめとする子育て支援グ

ループや愛南町ボランティア連絡会などの協力で、平成14年度から実施されています。

　子ども達は、紙飛行機や折り紙、すごろく、パズル作りなど7班に分かれて、高校生の

お兄さんやお姉さんと一緒におもちゃを作って遊びながら楽しく交流しました。

10/22 第3回サロン・オーケストラ・コンサート

10/29 大漁!あいなん磯釣大会
　西日本屈指の漁場、西海・内海地域海域で、今年で6回目

となる「あいなん磯釣大会2011」が行われ、県内外から172

名の釣りマニアが参加して腕を競い合いました。この大会

は、愛南マリンイベント実行委員会と中泊・西海南部・内海

の各渡船組合によって、国内有数の釣りポイントが多い愛南

町をPRしようと毎年開催しています。

　グレ長寸の部では兵庫県の高井崇
た か ゆ き

行さん(47.5cm)が、同重

量の部(3匹の合計)では高知市の西村孝
た か ひ ろ

洋さん(3.06kg)が、他魚の部では高知県の乾 和
か ず ひ と

仁さん

(70.0cmのハマチ)が、レディースの部では本町中川の岩村眞
ま き こ

規子さん(47.0cmのタマメ)が、

それぞれ優勝されました。

　御荘文化センターで、本町の御荘平城
出身のコントラバス奏者、吉本宗

し ゅ う じ

司さん
による「第3回サロン・オーケストラ・
コンサート」が開催され、約550名の来
場者がクラシックやタンゴ、ワルツなど
管弦楽の生演奏を楽しみました。
　前半には、ヨハン・シュトラウスやエ
ルガーなどのクラシックの名曲が美しく
奏でられ、ゴセックの「ガボット」では、会場
から選ばれた3人の子ども達が指揮者に挑戦し
ました。後半には、アルゼンチンタンゴやワル
ツの名曲「美しく青きドナウ」などが演奏され
ました。
　吉本さんは、かつてのヨーロッパのような
「自然と音楽と触れ合える」環境を、日本でも
作りたいと日々演奏活動をされています。吉本
さんの今後ますますのご活躍をお祈りします。


